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〈訳注研究〉
蔵訳『阿闍世王経』第Ⅰ章後半部分訳注研究
宮　崎　展　昌
はじめに
　本稿は、₂₀₁₇年より訳者が公表している蔵訳『阿闍世王経』の訳注研究に連
なるものであり
1
、『仏教学セミナー』₁₁₀号に掲載の「蔵訳『阿闍世王経』第Ⅰ
章前半部分訳注研究」（宮崎［₂₀₁₉c］、以下「前稿」と略称）に続くかたちで、同経
第Ⅰ章の後半部分を扱う。
　同経第Ⅰ章の梗概については、前稿で紹介しておいたので、本稿では割愛す
るが、前半部分と同様、菩薩や天子らが「一切智の獲得」について、それぞれ
の見解を順に述べる構成である。本稿では₁₈番目に登場するマハーメール菩薩
の発言（第₂₂節）から末尾の文殊菩薩の発言までを扱う。
訳注の方針
　本稿でも、昨年度までの方針を基本的に踏襲するが、一部改めた箇所もある
ので再掲する。
　前稿同様、本稿でも〈阿闍世王経〉の蔵訳テキストからの現代語訳を提示す
る。依拠する蔵訳テキストは筆者が現在準備を進めている、暫定的な批判校訂
本とし
2
、用いた蔵訳資料の間に重大な異読がみられた場合は注記する。言うま
１ 既発の訳注研究でも注記したように、諸先学の御批正を仰ぐために、〈阿闍世王経〉
の各部分について蔵訳からの訳注研究を試みに提示してきた。このようなかたちで訳
注研究を発表するのは、この第Ⅰ章でひとまず最後とし、既発のものと博士論文に収
めた第Ⅴ章～第Ⅹ章の主要部分の訳注研究を合わせて、残りの部分を加えた同経全体
の訳注研究を次年度以降に書籍にまとめて出版する予定である。同経の蔵訳本批判校
訂版と諸本対照本も公表する予定である。
２ 現時点では、後出の略号表に掲げる₁₆種の資料を用いて、蔵訳〈阿闍世王経〉の批
判校訂本を準備している。校訂本の作成にあたっては便宜的にロンドン写本カンギュ
ルを底本としている。
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でもなく、同経の蔵訳テキストは翻訳文献であるので、そのもとになったであ
ろうサンスクリット語文を可能な限り想定することを試みる。以下、その他の
点について箇条書きで記す。
・ 〔分節〕訳者の判断にもとづいて、前後で話題や場面が切り替わるとみ
られる箇所で節に区切り、適当な見出しを付ける。
・ 〔想定梵語〕原則的にアステリスクを付して記す。ただし、紙数の関係か
ら、Ｍａʰāｖｙｕｔｐａｔｔｉ から想定可能なものについては訳文中の括弧内に想
定サンスクリット語を記すのみとする。漢訳諸本における、相当する漢
訳語も併記したほうがよい場合などはその典拠もあわせて注記する。
・ 〔固有名〕紙数の関係から、本稿では想定サンスクリット語からのカタ
カナ表記は初出時に示すのみとし、繰り返される場合は相当する漢訳語
を借用するか一般に知られる漢訳の固有名を用いることにする。
・ 相当する現存漢訳諸本、特に支讖訳および竺法護訳と蔵訳との間に注目
すべき異同が見られる場合は重点的に注記する。早くとも９世紀頃に成
立した蔵訳本に比べてかなり古く、系統を異にするとみられる上記両漢
訳は、同経のより古い姿を探る上で貴重であり、それらの異同を詳細に
調査し、記すことは極めて重要である。
略号および使用テキスト
BHSD  ʙｕｄｄʰｉｓｔ　ʜｙｂｒｉｄ　Ｓａｎｓｋｒｉｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ, F. Edgerton, ed., ₁₉₅₃. (Reprint：Rinsen 
Book, ₁₉₈₅)
LCTSD  Lokesh Chandra ed., Ｔｉｂｅｔａｎ︲Ｓａｎｓｋｒｉｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ, ₁₉₅₉‒₁₉₆₁ (Reprint：Kyoto, 
₁₉₇₆)
MVy  Ｍａʰāｖｙｕｔｐａｔｔｉ, 榊亮三郎編著『梵蔵漢和四譯對校飜譯名義大集』₁₉₁₆‒₁₉₂₅。
（Reprint：国書刊行会、₁₉₈₁）
T.  大正新修大蔵経
VkN  Ｖｉⅿａˡａｋīｒｔｉｎｉｒｄｅśａ, 大正大学綜合佛教研究所梵語佛典研究会編『梵文維摩經
—ポタラ宮所蔵写本に基づく校訂』大正大学出版会、₂₀₀₆。
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蔵訳〈阿闍世王経〉諸本
3
A タボ（Tabo）寺写本  No. ₁．₄．₁₅．₁（Running No. ₂₆）; Ke ₃₂, ₄₅, ₄₇, 
₅₀‒₅₁, ₅₃, ₆₁, ₆₁‒₇₅, ₇₇‒₇₉b₂.
B ベルリン写本 No. ₂₂₄: mdo sde, Tsha ₂₇₅b₅‒₃₄₃a₂.
Ba バスゴ（Basgo）写本  No. ₄₉．₂: mdo, Nga ₇₆a₂‒₁₆₀b₄.
Bth バタン（Bathang）写本 No. ₅₇: Pa ₁₅₀a₆‒₁₉₉b₁.
D デルゲ版  No. ₂₁₆: mdo sde, Tsha ₂₁₁b₂‒₂₆₈b₇.
G ゴーンドラ（Gondhla）写本 No. ₂₆、₀₁: Ka₁b‒₅₁a₅.
He ヘーミス（Hemis）写本（Ⅰ）  No. ₄₈．₁: mdo, Nga ₁₃₃‒₁₅₇a₆.（第Ⅹ章の途中よ
り）
Hi ヘーミス（Hemis）写本（Ⅱ）  mdo, Nga ₇₇‒₈₁, ₉₁‒₉₂, ₉₅, ₁₀₀, ₁₁₄‒₁₁₈, 
₁₄₈‒₁₅₂a₁.
J ジャンサタン（リタン）版  No. ₁₅₉: mdo sde, Tsha ₂₃₄b₂‒₂₉₅a₆.
L ロンドン写本 No. ₁₆₆: mdo sde, Za ₂₇₃a₇‒₃₅₄a₆.
N ナルタン版 No. ₂₀₁: mdo sde, Ma ₃₃₉a₄‒₄₂₇b₆.
P 大谷北京版 No. ₈₈₂: mdo sna tshogs, Tsu ₂₂₀a₅‒₂₈₁a₅.
Ph プクタク（Phug brag）写本  No. ₂₈₉: mdo sde, Ke ₁b₁‒₈₅b₃.
S トク宮（Stog Palace）写本  No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₆₆b₇‒₃₅₁a₇.
T 東京写本 No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₄₇a₈‒₃₂₁a₈.
U ウランバートル写本 No. ₂₇₂: mdo sde, Za ₂₃₇b₄‒₃₁₂b₈.
〈阿闍世王経〉漢訳諸本
【讖】　支婁迦讖訳『阿闍世王経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₆）
【護】　竺法護訳『普超三昧経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₇）
【天】　法天訳『未曾有正法経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₈）
【放】　失訳『放鉢経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₉）
３ チベット大蔵経カンギュル諸本の〈阿闍世王経〉の情報については、ウィーン大学
Department of South Asian, Tibetan and Buddhist Studies に置かれたプロジェクト
The Tibetan Manuscripts Project Vienna (TMPV)が作成したデータベース The 
Resources for Kanjur & Tanjur Studies（rKTs；https://www.istb.univie.ac.at/kanjur/
rktsneu/sub/index.php：₂₀₁₉年５月₂₅日確認）を利用した。
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ʙｕｄｄʰｉｓｔ　Ｓｔｕｄｉｅｓ, ₆₄‒₃, pp. ₁₁₇₁‒₁₁₇₇.
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究所研究紀要』第₃₆号、pp. ₁₀₃‒₁₂₂。
─  ［₂₀₁₉b］「蔵訳『阿闍世王経』第Ⅲ章後半部分訳注研究」『大谷学報』第₉₉巻第
１号、pp. ₃₇‒₆₃。
─  ［₂₀₁₉c］「蔵訳『阿闍世王経』第Ⅰ章前半部分訳注研究」『仏教学セミナー』
₁₁₀号、pp. ₂₉‒₅₄。
村上真完校註［₁₉₉₄］「阿闍世王経」『阿闍世王経・文殊師利問経他』（新国訳大蔵経９
「文殊経典部」１）、pp. ₃₆‒₈₉、₂₄₉‒₃₅₀。
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【蔵訳『阿闍世王経』第Ⅰ章後半部分訳注研究】
第Ⅰ章　一切智の獲得をめぐる文殊と菩薩、天子たちの見解（承前）
§22　マハーメール菩薩
　⑱マハーメール
4
菩薩は言った。
「〔次のように知られるべきである。〕すなわち
5
、その仏の智
6
はすべての
世間を超越した（*abhyudgata）智である。すなわち、それ（＝仏の智）は、
限りある行為（業）をそなえたものによって理解することはできない。
それゆえ、すべての世間を超越する意向（*āśaya）と、すべての世間を超
越する聞法と、すべての世間を超越する信（*śraddhā）と、すべての世間
を超越する布施と、同様に、すべての世間を超越する戒と忍辱、精進、
禅定、智慧と、メール山のように、〔すべての世間を〕超越する福徳
（*puṇya）をそなえたものが一切智者〔性〕をさとることができる
7
」
４ ˡʰｕｎ　ｐｏ　ｃʰｅｎ　ｐｏ: *Mahāmeru. 【讖】「摩訶麑樓耆」「大光明菩薩」（*Mahāprabhā）
【護】「大山菩薩」【天】「妙高王菩薩」　*Mahāmeru という固有名は Ｓｕｋʰāｖａｔīｖｙūʰａ
において「東方仏」の名称として登場する。BHSD ｓ．ｖ. 参照。
　　なお、支讖訳がもとづいたところの言語はガンダーラ語である可能性がある。訳者
は当該言語には詳しくないので、前稿同様、その音写語の原語を比定することは本稿
では保留しておく。
５ 蔵訳では発話の冒頭部分で唐突に ’ｄｉ　ˡｔａ　ｓｔｅ とされるが、漢訳諸本では【讖】「当持
心」【護】「仁者！当知」【天】「諸正士！応知」とされる。それらをもとに、〔　〕で補
った。
６ 【護】では「其此乗」とするが、先にも述べたように、この場合の「乗」＝*yāna は
本来、*jñānaであったと考えられる。前稿注₂₈参照。
７ 蔵訳では「意向」「聞法」「浄信」「六波羅蜜」「福徳」の計₁₀項目があげられるが、
【讖】では「意向」および「六波羅蜜」の計７項目、【護】では「意向」「浄信」「六波
羅蜜」「福徳」の計９項目、【天】では「意向（心行）」「聞法」「浄信」「六波羅蜜」「福
徳」の計₁₀項目が挙げられる。また、蔵訳と【天】では「福徳」の箇所で「メール山
のように」という譬喩が用られるが、【護】ではその様な譬喩は見受けられない。ちな
みに、【讖】では同訳にのみみられる「大光明菩薩」の名に通じるように、六波羅蜜な
どの諸項目について「光明無所不照」（光明が照らさないところはない）という譬喩で
説明されている。
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§23　プリヤダルシャナ菩薩
　⑲プリヤダルシャナ
8
菩薩は言った。
「善士らよ、菩薩であって、自らの眼（色かたち
9
）に清浄なる心をそなえ
るものによって、色かたちとして顕現したもので心地よくない
10
いかなる
ものも、眼で見られ、かつ顕現することはないであろう。自らの耳に清
浄なる心をそなえるものによって、心地よくないいかなる音声も耳で聞
かれ、〔耳に〕至ることはないであろう
11
。同様に、香もまた〔嗅がれるも
の〕ではなく、味もまた〔味わわれるもの〕ではなく、触もまた〔触ら
れるもの〕ではなく、自己の感官に清浄なる心をそなえるものによって、
心地よくないいかなる法も顕現することはないであろう。清浄なる自己
の心をもつものは、意に沿うこと、および〔意に〕沿わないこと
12
とは結
びつかず、いかなる衆生も仏の教えの器ではないとは見ない（＝いかなる
衆生も仏の教えの器と見る）。すなわち、誤ったものとして決
けつ
定
じょう
したところ
のその者たちをもまた仏の教えの器となったと見つつ、自らは実に歓喜
するところのその事物を歓喜しつつ放擲して、布施しても後悔しないも
のである。すなわち、そのように行動する菩薩は一切智者〔性〕をさと
るであろう」
８ ⅿｔʰｏｎɡ　ｎａ　ｄɡａ’　ｂａ: *Priyadarśana. 【讖】「非陀遮」「焰明菩薩」（*Prabhā）【護】
「喜（敬）見菩薩」【天】「愛見菩薩」*Priyadarśana は菩薩名に限らず、仏典では比較
的広く見られる固有名のようである。BHSD ｓ．ｖ. 参照。菩薩として登場する用例には、
〈文殊師利仏土荘厳経〉（T. Nos. ₃₁₀(₁₅), ₃₁₈, ₃₁₉；D No. ₅₉）〈思益梵天所問経〉（T. 
Nos. ₅₈₅, ₅₈₆, ₅₈₇；D No. ₁₆₀）などでも発言する場面が知られる。なお、VkN 
Ch. VIII「入不二法門品」§₁₇では、Priyadarśana は「五蘊」についての教説を展開
する。
９ 本節では、六根・六境に関する議論がなされる。蔵訳では「自らの色かたちとして」
とするが、漢訳諸本および後続部分から、下線部については、感官の対象（境）であ
る「色かたち」は適当ではなく、感官（根）の「眼」のほうが適切であると考えられ
るので、上記のように訂正する。
₁₀ ｙｉｄ　ｄｕ　ⅿｉ　’ｏｎɡ　ｂａ: *amanojñāna.（MVy ₄₄₇参照）
₁₁ ɡｒａɡｓ　ｐａｒ　ⅿｉ　’ɡｙｕｒ.  ｒｎａ　ˡａⅿ　ｄｕ　ɡｒａɡ　ｐａｒ　ⅿｉ　’ɡｙｕｒ: *na śravaṇapatha āgamiṣyati
（MVy ₆₄₅₉）を参照して、「耳（聴覚）に」という言葉を補う。
₁₂ ｙｉｄ　ｄɡａ’　ｂａ　ｄａｎɡ　/　ⅿｉ　ｄɡａ’　ｂａ: 前半の ｙｉｄ　ｄɡａ’　ｂａ は MVy ₆₂₀₆より *sumanaと推
定できる。後半の ⅿｉ　ｄɡａ’　ｂａ は、その前に ｙｉｄ を補って上記のように解釈した。
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§24　プラーモードヤラージャ菩薩
　⑳プラーモードヤラージャ
13
菩薩は言った。
「ある時、𠮟責され、非難され
14
、罵られ、軽んじられ、打たれ、懲らし
められたならば、菩薩は歓喜を感じつつ、そのものについても善知識
（*kalyāṇamitra）であるという想念が湧いて、堪え忍ぶことをなす。〔その
菩薩は〕忍辱の力を示しつつ、歓喜を感じると、𠮟責するをなすこのも
のは誰で、何について𠮟責されているのかという、まさにそのことのみ
に没頭する。〔その菩薩は〕内なる（*adhyātma）空性について信じつつ、
外面の空性について疑うことがないものは、我見（*ātmadṛṣti）も生まず
に堪えしのぶが、手と足を捨てること（*parityāga）と、眼と頭を捨てる
ことと、妻と息子と娘を捨てることと、王権（*rājya）を捨てることで歓
喜するものである。肉体と命を捨てることで歓喜するものである。すな
わち、転輪聖王の王権を得ることで歓喜するものではないけれども、正
しく説かれた一偈頌を聞くことで歓喜するものである。シャクラ（帝釈
天）を得ることで歓喜するものではないけれども、他〔への〕法の説示
に歓喜するものである。ブラフマ （ー梵天）を得ることで歓喜するもので
はないけれども、ひとりの衆生でも無上正等覚へ向けて決心せしめたな
らば歓喜するものである。三千の宝を手に入れることで歓喜するもので
はないけれども、如来に見
まみ
えることで歓喜するものである。すなわち、
そのものはさらに感官を損なわずに歓喜して、菩提分法（*bodhi pakṣa-
dharmās）に歓喜しつつ喜悦するという、この行いによって成し遂げるこ
とをなすものは一切智をさとることができる」
₁₃ ｒａｂ　ｔｕ　ｄɡａ’　ｂａ’ｉ　ｒɡｙａˡ　ｐｏ: *Prāmodyarāja. 【讖】「波貿耆羅耶」「可意王菩薩」【護】
「喜王菩薩」【天】「喜王菩薩」　　ｒａｂ　ｔｕ　ｄɡａ’　ｂａ に対応する梵語は *pramudita とも推
定できるが、この場合は菩薩名であり、漢訳諸本とも比較して、*Prāmodya と推定す
る。*Prāmodyarāja はいくつかの経典冒頭に言及される菩薩の固有名であり、特に
『賢劫経』（T. No. ₄₂₅）ではほぼ全編において登場、活躍する菩薩として知られる。
₁₄ ｂｒɡｙａｄ　ｐａ: この語は通常「８番目」を意味するものの、前後の文脈および漢訳諸本
の対応箇所を参照して、ｂｒɡｙａｄ　ｂｋａɡ「非難」の意味に取る。
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§25　アナンタダルシャナ菩薩
　㉑アナンタダルシャナ
15
菩薩は言った。
「善士らよ、ある時、菩薩は一切法を見るけれども、我見にも陥らない。
すべての仏の教えを知るけれども、妄分別をなすものでもない
16
。すべて
の仏を見るけれども、色かたちについて対象であるという想念も湧かな
い。すべての衆生を見るけれども、衆生という想念も湧かない。行為
（業）の異熟（*vipāka）が清らかであるので、肉眼が明らかとなるのであ
る。神通を得るので、天眼をそなえたものである。すべての煩悩を離れ
るので、慧眼に通暁するもの（*gatiṃgata）である。不共なる仏の諸要素
を満たすので、仏眼を信じるものである。十力を完成するので、法眼の
あらわれを得るものである
17
。すなわち、善男子よ、そのような智見
（*jñānadarśana）を完成するもの
18
が一切智者〔性〕をさとることができる」
₁₅ ⅿｔʰａ’　ｙａｓ　ⅿｔʰｏｎɡ　ｂａ: *Anantadarśana. 【讖】「阿難陀譬叉」「所視無底菩薩」【護】
「察無圻菩薩」【天】「無辺視菩薩摩訶薩」　　この固有名については他例未詳。
₁₆ この箇所では、次のように、【讖】および【護】では蔵訳とは対応しない文言がみら
れる。
　　 【讖】「悉清浄仏刹土、不念有与無」（すべて仏国土を清浄にして有と無を思わない）
　　 【護】 「浄諸仏土、覩諸仏国皆亦清浄、亦無想行」（諸仏国土を清め、諸仏国土はすべ
て皆清浄であり想念などない）
　上記のように【讖】【護】では「浄仏国土」についての叙述が確認できる。
₁₇ 本節では「五眼」（*pañcacakṣus）に関する議論がみられるが、【天】を除く３訳では、
ⓐ「肉眼」（*māṃsacakṣus;【讖】「徳眼」）が「清浄業」と、ⓑ「天眼」（*devacakṣus；
【讖】「道眼」）が「神通」と、ⓒ「慧眼」（*prajñācakṣus）が「煩悩を離れること」と、
ⓓ「仏眼」（*buddhacakṣus）が「〔十八〕不共法」と、ⓔ「法眼」（*dharmacakṣus）
が「十力」とそれぞれ関係する。特に後２者の「仏眼」および「法眼」に関しては、他
の文献にも同様の対応関係がみられる。BHSD ₂₂₁b 参照。一方、【天】では、最後の
３項目の対応が異なり、「慧眼」が「不共法」、「法眼」が「煩悩を離れること」、「仏
眼」が「十力」と関連づけられる。
₁₈ 蔵訳では「智見を完成するもの」とするが、【讖】および【護】では、【讖】「其作如
僧那僧涅者」【護】「假使菩薩所被徳鎧信行如斯」とし、*saṃnāha（鎧）に関する記述
がみられる。
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§26　アナンターランバナヴィハーラ菩薩
　㉒アナンターランバナヴィハーラ
19
菩薩は言った。
「さとりはあらゆるものを対象とする。すなわち、一切智者の智を成就
するであろう。それはどうしてかというと、あらゆる対象（*ārambaṇa）
は内にも存在せず、外にも存在せず、〔内と外の〕中間にも存在しないと
理解されるべきである。対象にとどまらない菩薩は煩悩を対象とし、行
為を対象とし、マーラを対象とすることで損なわれないだろう。すなわ
ち、行為と煩悩、マーラを対象とすることから超越した菩薩は一切智者
〔性〕をさとることができる」
§27　マーラドリシュティサムドガタ菩薩
　㉓マーラドリシュティサムドガタ
20
菩薩は言った。
「善男子よ、我見は我見から生起し、出現するものである。悪業は〔悪〕
見より生起し、出現するものである。すなわち、我見を理解するならば、
〔悪〕見は生じることをなさない。〔悪〕見を理解するならば、蘊は生じ
ることをなさない。蘊を理解するならば、マーラは現れない。マーラの
境涯を超越すべきであるから、障碍のない解脱（*anāvaraṇavimokṣa）に触
れるであろう。菩薩は障碍のない解脱を得るならば、一切智者〔性〕を
さとる」
§28　アショーカダッタ菩薩
　㉔アショーカダッタ
21
菩薩は言った。
₁₉ ⅿｔʰａ’　ｙａｓ　ｄⅿｉɡｓ　ｐａｒ　ɡｎａｓ　ｐａ: *Anantārambaṇavihāra. 【讖】「阿難陀阿藍惟訶羅」
「作無底行菩薩」【護】「遊無際法行菩薩」【天】「無邊作行菩薩摩訶薩」　　この固有名
については他例未詳。
₂₀ ｂｄｕｄ　ｋｙｉ　ˡｔａ　ｂａ　ｙａｎɡ　ｄａɡ　ｐａｒ　’ʲｏⅿｓ　ｐａ: *Māradṛṣṭisamudgata. 【讖】「摩抵咤沙牟
迦抵陀」「説息愛意菩薩」【護】「超魔見菩薩」【天】「破諸魔菩薩摩訶薩」　　この固有
名については他例未詳。
₂₁ ⅿｙａ　ｎɡａｎ　ⅿｅｄ　ｓｂｙｉｎ: *Aśokadatta. 【讖】「阿喩達」「所起即悔菩薩」【護】「無憂施
菩薩」【天】「無憂授菩薩摩訶薩」　*Aśokadatta については、〈無憂施菩薩授記経〉
（*Ａśｏｋａｄａｔｔａｖｙāｋａｒａṇａ, T. Nos. ₃₁₀(₃₂), ₃₃₇ / D No. ₇₆）でその来歴について語られ
る。漢訳の経題＝『阿闍貰王女阿術達菩薩経』（T. No. ₃₃₇）からもわかるように、同経
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「悪しき行為（業）をなすものはのちに悔いるであろう。行為（業）を正
しくなすものはのちに憂えることをなさないだろう。それゆえ、菩薩は
正しい行為をなし、非難されない行為をなし、悔いのない行為をなし、
責められることのない行為をなすべきである。憂いの痛みによる苦痛を
もった衆生たちもまた憂いを鎮めるべきであり、痛みより離れるべきで
あるので法が説かれるべきである。すなわち、そのように実践する菩薩
は一切智者〔性〕をさとる」
§29　サルヴァールタシッダ菩薩
　㉕サルヴァールタシッダ
22
菩薩は言った。
「善男子らよ、戒をそなえた人
23
の心の願いは成就するであろう。誓願
（*praṇidhāna）を成就するであろう一方で、戒という根本においても注意
を払うことを拠り所とし、注意を払うことという根本においても諸々の
菩提分法を拠り所とし、菩提分法という根本においても一切智者〔性〕
を拠り所とする。それゆえ、菩薩であって注意を払うことおよび菩提分
法に拠るものは一切智者〔性〕をさとる」
§30　サマンタクスマ天子
　❶サマンタクスマ
24
天子は言った。
 では *Aśokadatta は阿闍世の娘という設定である。
₂₂ ｄｏｎ　ｔʰａⅿｓ　ｃａｄ　ɡｒｕｂ　ｐａ: *Sarvārthasiddha. 【讖】「薩ε頞悉」「得一切願菩薩」【護】
「諸義告菩薩」【天】「一切義成菩薩摩訶薩」　*Sarvārthasiddha という名は、BHSD ｓ．ｖ. 
によれば、ʟａˡｉｔａｖｉｓｔａｒａ︐　Ｍａʰāｖａｓｔｕ などの仏伝においては、釈尊の呼び名として用
いられる。それらの仏伝では、釈尊の名として広く知られている Siddhārtha よりも
高い頻度で用いられるようである。
₂₃ ｓｋｙｅｓ　ｂｕ　ɡａｎɡ　ｚａɡ: この蔵訳語の原語は *puruṣapudgalaと想定される。ここでは同
義語が重複して用いられたものとみて、単に「人」と訳出する。
₂₄ ｋｕｎ　ｎａｓ　ⅿｅ　ｔｏɡ: *Samantakusama. 【讖】「沙摩陀鳩遬摩」「普等華天子」【護】「普
花天子」【天】「普開華天子」　*Samantakusuma は ʟａˡｉｔａｖｉｓｔａｒａ でも「天子（デーヴ
ァ プ ト ラ）」と し て 登 場 す る。BHSD ₅₆₂a 参 照。一 方、〈思 益 梵 天 所 問 経〉
（*Ｖｉśｅṣａｃｉｎｔｉｂｒａʰⅿａｐａｒｉｐṛｃｃʰā, T. Nos. ₅₈₅, ₅₈₆, ₅₈₇；D No. ₁₆₀）では、菩薩として
登場する。
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「善男子らよ、たとえば、華によって飾られた樹は多くの人々にとって
寄りかかるべきものである。善男子よ、まさにそのように、菩薩・大士
で、解脱の教えという広大な法の華をもつものは、多くの人々にとって
寄りかかるべきものである。善男子らよ、たとえば、諸天の樹であるパ
ーリヤトラカとコーヴィダーラ
25
の華が膨らむならば、三十三天
（*Trayātriṃśāḥ）の天子たちが集まるであろう。善男子よ、まさにそのよ
うに、菩薩・大士で、解脱の教えという広大な華をもつものにおいて、
デーヴァを含む世間〔のものたち〕が集まるであろう
26
。善男子らよ、た
とえば、デーヴァのマニ宝（*maṇiratna）はあらゆる汚れから離れている
一方で、あらゆる功徳をそなえたものである。まさにそのように、善男
子よ、菩薩で清浄なる意向を持つものはあらゆる過ちを離れている一方
で、あらゆる功徳をそなえることによって一切智者〔性〕をさとる」
§31　ラシュミクスマ天子
　❷ラシュミクスマ
27
天子は言った。
「善男子よ、たとえば、太陽の光（*sūryaraśmi）が放たれたならば、暗
闇は除かれ、色かたちのあらゆる種類が顕現するであろう。善男子らよ、
まさにそのように、菩薩で智慧という輝きの光をそなえたものが教えの
光を放つその時に、無明と愚かさという闇によって覆われた衆生たちを
大いに照らし、法の自性をも示す。すなわち、闇によって輝きは征服さ
₂₅ ｐａ　 ｒｉ　 ｙａ　 ｔｒａ　ｋａ　ｋｏ　ｂｉ　ｄａ　 ｒａ: *pāriyātraka-kovidāra. 【讖】「拘耆樹」（*kovidāra）
【護】「晝度之樹」（*pāriyātraka / pārijātaka；Cf. 辛嶋［₁₉₉₈：₁₈₃］）【天】（具体的な
樹の名は挙げない）
 　pāriyātraka と kovidāra はともに天界の樹として、仏典ではしばしば並んであげら
れる。特に、後者は三十三天と関わりが深いとされ（BHSD ₁₉₅a, ₃₄₃a 参照）、漢訳
諸本ではいずれにも「忉利天」という修飾語が付随する。蔵訳ではそのような限定は
されていない。
₂₆ 【讖】では、他訳とは異なり、「菩薩以法為一切作眼」（菩薩は法もってあらゆるもの
の眼となる）という一文が入る。一方、【護】では「諸天、龍、神、揵沓和、世人、阿
須倫」というように、諸衆が具体的に挙げられる。
₂₇ ⅿｅ　ｔｏɡ　’ｏｄ　ｚｅｒ　ｃｅｎ: *Raśmikusuma. 【讖】「羅無拘遬摩」「光明華天子」【護】「光華
天子」【天】「光明開華天子」　　この固有名については他例未詳。
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れないだろうけれども、光によって道を求めることができるので
28
、菩薩
が道にとどまるならば、劣った道に入った衆生たちに正しき道を示す。
すなわち、菩薩は道にとどまるならば、一切智者〔性〕をさとる」
§32　マンダーラヴァクスマガンダ天子
　❸マンダーラヴァクスマガンダ
29
天子は言った。
₂₈ 本節では「光と闇」の比喩を用いて、「光＝菩薩の智慧」「闇＝衆生の無明や愚かさ」
をあらわし、菩薩の智慧がそなえる利他の面を説く。一方、本経の第Ⅴ章では、同じ
く「光と闇」の比喩が用いられるが、そこでは「光＝道智」「闇＝煩悩」といったかた
ちで衆生の内面的なありさまが説かれる。蜜波羅［₂₀₀₈］が挙げているように、類似
した「光と闇」を用いた比喩が Ｋāśｙａｐａｐａｒｉｖａｒｔａ や Ｖｉⅿａˡａｋīｒｔｉｎｉｒｄｅśａ にも見られ
るが、ここでは本節同様、菩薩の利他の面を説く、VkN Ch. XI §₃ での用例を掲げ
る。
 　　 Vimalakīrtir āha: tat kiṃ manyase bhadanta Śāriputra api nu sūryaraśmayo 
’ndhakāreṇa sārdhaṃ ramante / āha: no hīdaṃ kulaputra, na tayor yogo ’sti / 
sahodgate hi sūryamaṇḍale sarvaṃ tamo ’payānti / āha: kiṃ kāraṇaṃ punaḥ 
sūryo jambūdvīpa udayate / āha: yāvad evāvabhāsa-karaṇāya tamo’paghātāya 
ca / āha: evam eva Śāriputra saṃcintya bodhisatvā apariśuddheṣu 
buddhakṣetreṣūpapadyante satvānāṃ pariśodhanāya / na ca kleśaiḥ sārdhaṃ 
saṃvasanti, kleśāndhakāraṃ ca vidhamanti sarvasatvānām /
 　　 「維摩詰は言った「大徳舎利弗よ、次のことをどう考えるか？　太陽の光は暗闇
とともにいられるものか？」〔舎利弗は〕言った「いいえ、そうではない。善男子
よ、その二つが結びつくことはない。すなわち、日輪が昇るとともにすべての暗
闇は姿を消す」〔維摩詰は〕言った「どうして太陽はジャンブードヴィーパに昇る
のか？」〔舎利弗は〕言った「まさに照らすことをなすためと、暗闇を破すためで
ある」〔舎利弗は〕言った。「維摩詰よ、まさにそのように、菩薩は不浄なる仏国
土に衆生たちを浄化するためにあらわれる。煩悩と共存することなく、衆生たち
の煩悩の闇を駆逐する」」（高橋・西野［₂₀₁₁：₂₀₆‒₂₀₇］）
 　上掲のように、VkN Ch. XI では「太陽＝菩薩」「暗闇＝〔衆生の〕煩悩」という対
応になっているが、VkN では「智慧」には触れられておらず、菩薩が「太陽」に比せ
られている。
₂₉ ⅿｅ　ｔｏɡ　ⅿａｎ　ｄ’ａ　ｒａ　ｂａ’ｉ　ｄｒｉ: *Mandāravakusumagandha. 【讖】「漫那羅揵陀」「天香
華天子」【護】「美香天子」「心華香天子」【天】「曼陀羅華香天子」　この固有名につい
ては他例未詳だが、Ｍａʰāｖａｓｔｕ では Mandāravagandha という名称が過去仏の名称と
して見られるようである。BHSD ₄₁₉a 参照。
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「善男子らよ、たとえば、マンダーラヴァの花
30
では、その香りが周囲一
ヨージャナにわたって
31
広がる。すなわち、その香りもまた〔妄〕分別が
ない。善男子らよ、まさにそのように、菩薩で、喜捨と戒、聞法、三昧、
智慧
32
に住するものもまた、三千大千世界に法の香りを広げることをなす。
すなわち、その香りもまた煩悩というすべての病を癒すことをなす。そ
れゆえ、菩薩が法の香りをそなえるならば一切智者〔性〕をさとる」
§33　サドードユクタダルマヴィハーラ天子
　❹サドードユクタダルマヴィハーラ
33
天子は言った。
「おお友らよ、菩薩は精進することでさとりをそなえたものとなるであ
ろうけれども、精進しないものは〔そうでは〕ない。それゆえ、菩薩は
常に精進しつつ、善根について満足すべきでない。そのもの（＝菩薩）は
八法に関して精進すべきである。八とは何かというと
34
、すなわち、（₁）
₃₀ ⅿｅ　ｔｏɡ　ⅿａｎ　ｄａ’　ｒａｂ　ｂａ: *mandāravapuṣpa. 【讖】「漫陀羅華」【護】「心華之樹」【天】
「曼陀羅華」
₃₁ ｋʰｏｒ　ｋʰｏｒ　ｙｕɡ　ｄｐａɡ　 ｔｓʰｅｄ　ɡｃｉɡ　 ｔｕ: *eka-yojana-parisāmantaka（MVy ₅₆₀₃参照）
【讖】【護】ではそれぞれ「縦広上下四維各四十里」「周四十里」とし、【天】では「百
由旬」とする。
₃₂ 上記のように、蔵訳では「喜捨」「戒」「聞法」「三昧」「智慧」の５項目をあげる。一
方、【讖】では「聞法」「戒」「三昧」「智慧」の４項目、【護】では「戒」「聞法」「定」
「慧」「解脱知見」の５項目、【天】では「戒」「定」「慧」の３項目をあげており、諸本
で一致しない。
₃₃ ｃʰｏｓ　ˡａ　ɡｎａｓ　ｐａｒ　ｒｔａɡ　ｔｕ　ｂｒｔｓｏｎ　ｐａ: *Sadodyuktadharmavihāra. 【讖】「沙訶漚術曇
惟訶」「信法行得天子」【護】「常進法行天子」【天】「精進法行天子」　この固有名につ
いては他例未詳。
₃₄ 蔵訳にみられる八法の区分は ｄａｎɡ という接続詞にもとづいた。漢訳では【天】以
外は特に番号は振られておらず、区分が明確ではない。【天】では、蔵訳では２番目で
一つに括られている「四梵住」と「五神通」が２つに分かれ、蔵訳の最後２項目が合
わさって１項目とされている。【護】でも８項目とするがそれらの切れ目は明確では
なく、蔵訳と【天】の区分のどちらに近似しているかははっきりしない。【讖】では、
他本とは内容上大きな相違はないけれども、「十事」として₁₀項目に分類しているよ
うである。【護】同様、区分は明示されず、「四等心」と「五旬」（＝五神通）を２項目
に分け、蔵訳最後の２項目はそのままであり、最後に、他本には見られない「所信無
有異」という項目が確認できる。
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六波羅蜜の実践に精進すべきこと、（₂）四梵住
35
を完成しながら、五神通
を 知 り、通 暁 す る（*gatiṃgata）智〔を そ な え る こ と〕、（₃）四 摂 事
（*catvāri saṃgrahavastūni）によって衆生を熟せしめること、すなわち、
四とは何かというと、布施と愛語と利行と同事
36
であり、（₄）三解脱門
37
に
ついて認めること（*kṣānti）を得ることと、（₅）他を仏の教えに入らしめ
ることと、（₆）自らはさとりへの心を捨てないこと、（₇）巧みなる方便
（*upāyakauśalya）によって廻向すること、（₈）敬いつつ、正法を保持する
こと（*saddharmaparigrāhaka）である。すなわち、以上の８法について精
進する菩薩が一切智者〔性〕をさとる」
§34　文殊による説示（1）結びつかないことと精進しないこと
38
　その時、文殊師利法王子は彼ら善士と彼ら天子に対して次のように言った。
「おお、友らよ、およそ菩薩は結びつかないことおよび精進しないこと
によって一切智者〔性〕をさとる
39
。それはどうしてかというと、結びつ
かないというのは三界とであり、精進しないというのはすべての思考と
分別、〔妄〕分別に対してである。結びつかないというのは内とであり、
精進しないというのは外に対してである。結びつかないというのは声聞
₃₅ ｔｓʰａｎɡｓ　ｐａ’ｉ　ɡｎａｓ: *brahmavihāra（LCTSD ₁₉₂₆）
₃₆ 「四摂事」（*catvāri saṃgrahavastūni）は、MVy ₉₂₄‒₉₂₈によれば、(a) dāna: ｓｂｙｉｎ　
ｐａ「布施」(b) priyavādita: ｓｎｙａｎ　ｐａｒ　ｓⅿｒａ　ｂａ「愛語」(c) arthacaryā: ｄｏｎ　ｓｐｙｏｄ　ｐａ
「利行」(d) samānārthatā: ｄｏｎ　’ｔｓʰｕｎ　ｐａ’ｏ「同事」とされるけれども、本経のこの
箇所ではそれぞれ (a) ｓｂｙｉｎ　ｐａ, (b) ｔｓʰｉɡ　’ʲａⅿ　ｐｏ, (c) ｄｏｎ　ｓｐｙａｄ　ｐａ, (d) ｄｏｎ　ⅿｔｓʰａｎɡｓ　
ｐａｒ　ｂｙａ　ｂａ とされ、MVy に採録されているものとはやや異なる。
₃₇ ｒｎａⅿ　ｐａｒ　ｔʰａｒ　ｐａ　ｓɡｏ　ɡｓｕⅿ: *trivimokṣamukha (MVy ₁₅₄₁)　通常「三解脱門」
は śūnya（空）、animitta（無相）、apraṇihita（無願）の３種をいう。
₃₈ 定方［₁₉₈₉：₂₈］「第４節　文殊師利が仏の知恵を論じる」
₃₉ ⅿａ　’ｂｒｅˡ　ｂａ と ⅿｉ　ｂｒｔｓｏｎ　ｐａ をそれぞれ「結びつかないこと」「精進しないこと」と
字義通りに訳出する。蔵訳ではこれらの両項目が最初から最後まで一貫するが、漢訳
諸本では一貫しない。すなわち、【讖】では、冒頭箇所では「菩薩住無所住」であるが、
後に「不習／不求習」「習／所学習」という組み合わせに変化する。【護】の冒頭箇所
では「菩薩精進若不精進至諸通慧」であるが、後には「翫習／不翫習」「翫習／遵修」
という組み合わせに変化する。【天】では他訳と異なり、冒頭箇所で「当於諸法離諸分
別即証仏智」とし、「分別しないもの」に関して述べる。
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地とであり、精進しないというのは独覚地に対してである。結びつかな
いというのは輪廻における行いである煩悩と随煩悩とであり、精進しな
いというのは幼児の如き凡夫のあらゆる法に対してである。結びつかな
いというのは名声とであり、精進しないというのは色かたちに対してで
ある。結びつかないというのは原因とであり、精進しないというのは結
果に対してである。結びつかないというのは意見（*dṛṣṭigatam）とであり、
精進しないというのは見解と離れることに対してである。結びつかない
というのは貪りとであり、精進しないというのは怒りに対してである。
結びつかないというのは自我意識（ahaṃkāra）とであり、精進しないと
いうのは我執（*mamakāra）に対してである。結びつかないというのは吝
嗇（*mātsarya）とであり、精進しないというのは布施の傲慢さに対して
である。結びつかないというのは悪しき習慣とであり、精進しないとい
うのは尊大なる良き習慣（戒）に対してである。結びつかないというの
は害心（*vyāpāda）とであり、精進しないというのは忍辱の傲慢さに対し
てである。結びつかないというのは怠惰であること（*kausīdya/*ālasya）
とであり、精進しないというのは尊大な精進に対してである。結びつか
ないというのは念が乱れること（*smṛtihāni）とであり、精進しないとい
うのは尊大な禅定に対してである。結びつかないというのは劣った智慧
とであり、精進しないというのは尊大な智慧に対してである。結びつか
ないというのは善とであり、精進しないというのは善根の捏造（増
ぞう
益
やく
）
40
に
対してである。結びつかないというのは世間の法とであり、精進しない
というのは出世間法という表出したものに執着することに対してである。
結びつかないというのは有為とであり、精進しないというのは無為の法
について〔妄〕分別することに対してである。結びつかないというのは
非難されること（*sāvadya）とであり、精進しないというのは非難される
ことのない法を捏造（増益）することに対してである。結びつかないとい
うのは有漏とであり、精進しないというのは無漏という滅する法に尊大
であることに対してである」
₄₀ ｓɡｒｏ　’ｄｏɡｓ: *adhyāropa（LCTSD ₅₆₅）
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§35　文殊による説示（2）一切智はさとられない
〔文殊の発言が続く〕
「おお友らよ、それゆえに、およそ菩薩・大士で、結びつくことおよび
結びつかないことという見解を離れるものは一切智者〔性〕をさとるけ
れども、また、おお友らよ、一切智者〔性〕はさとられない。それはど
うしてかというと、なすことによって一切智者〔性〕はさとられないで
あろう。それはどうしてかというと、なすことがなくなることが一切智
者〔性〕である。すなわち、一切智者〔性〕についてさとることをなす
ものは誰もいない。
　一切智者〔性〕は色かたちによってもさとられない。感受によってで
もなく、想念によってでもなく、構成作用によってでもなく、認識によ
ってでもなく、一切智者〔性〕は法によってもさとられない。非法によ
ってもさとられない。
　一切智者〔性〕は布施によってもさとられない。それはどうしてかと
いうと、布施こそが一切智者〔性〕である。一切智者〔性〕は戒と忍辱、
精進、三昧、智慧によってもさとられない。それはどうしてかというと、
まさに、〔戒と忍辱、精進、三昧、〕智慧こそが一切智者〔性〕である。
　また、おお友らよ、一切智者〔性〕は過去でもなく、未来でもなく、現
在でもない。それはどうしてかというと、おお友らよ、一切智者〔性〕
は三時を超越するから。
　また、おお友らよ、一切智者〔性〕は眼識によっても認識されるもの
ではない。おお、友らよ、一切智者〔性〕は耳、鼻、舌、身、意の〔そ
れぞれの〕識によっても認識されるものではない。それはどうしてかと
いうと、おお友らよ、一切智者〔性〕はあらゆる対象を超越する」
§36　文殊による説示（3）一切智者のありかた
　〔文殊の発言が続く〕
「おお友らよ、一切智者〔性〕をさとることを欲するものは、一切智者
が住するように、まさにそのように住するべきである」
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　〔会衆のひとりが〕言った
41
。
「一切智者はどのように住していますか」
　〔文殊は〕言った。
「一切法に住しないところのそれが一切智者である。一切法についてま
さに平等であることのそれが一切智者である。すなわち、凡夫地
（*pṛthagjana-b
42
hūmi）と平等であること、および仏法と平等である、その
ように一切法と平等であるそれが一切智者である。
　菩薩は、四大から生じた、まさにその身体以外において一切智者を追
求するべきではない。それはどうしてかというと、その身体は非存在
（*abhāva）である。身体というそれは善および不善の法に陥ることがが
ない。身体というそれは非我であり、無我である
43
。身体というそれは生
じないものであり、生起しないものである。すなわち、それ（＝身体）に
関して仮
け
設
せつ
すること（*prajñapti）はない。それ（＝身体）に関して仮設す
るところのそのものも生じない。それ（＝身体）を見るところのそのもの
も生じない。生起しないところのそれは生起しない。生起しないところ
のそれは知らないものであり、さとらないものである。知らないもので
あり、さとらないものであるところのそれが一切智者である」
　このような説示が説かれたとき、二千の天子が無生法忍を獲得した。一万二
千の天子は無上正等覚にむかって発心した。
₄₁ 蔵訳ではここで ｓⅿｒａｓ　ｐａ として、発話内容も丁寧表現が用いられ、文殊とは別人
の発言であるが、誰が発話したのか特に明示されていないけれども、会衆の一人が発
言した推測できるのでそのように補う。一方、漢訳諸本では蔵訳のようにするものは
なく、いずれの漢訳でも文殊による発言が続く形式となっている。
₄₂ 蔵訳と同様にこの箇所で「凡夫地
0
」とするのは【護】のみであり、【讖】では「一切
人法」、【天】では「凡夫法」とする。なお、【護】では、他本の後続箇所で「仏法」と
なっている対応箇所でも「仏地
0
」とする。
₄₃ 【護】では、この部分で「無我、無寿、無命、無人」とする。この身体に関する一段
の説明では【護】に見えるものがもっと詳細であるが、他本には対応がみえないよう
な説明が付加されているようである。
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